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05
工場のはさまれ・巻き込まれ事故を防ぐ
「危険回避用カラーサーチシステム」の開発
ロール作業中の機械へのはさまれ・巻き込まれ事故防止のための緊急停止信号発信システムを開発した。これ
は、当社特許技術「CCDカメラを使い作業状況を監視、検出領域に侵入した作業員の指や手、作業服等の色
を検知して停止信号を出す仕組み」を具現化した装置である。

　安全補助装置を開発するノウハウはありませんでした。しかし、かえっ
てよかったと思います。7年という年月はかかりましたが、従来にはない発
想と工夫を盛り込み、そしてユーザーの方が必要とされていることに向き
合って、ここまで開発してきました。これからはサーモグラフィを搭載して
モーターの異常加熱を検知する機能等、より良い製品になるよう改良し
ていきたいです。 代表取締役　青木秀夫氏

成功のポイント
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ものづくり技術 / 試作開発＋設備投資

　昭和36年創業の当社は、発注元の要望により産業用機
械の設計から製作までを請け負う受注生産を主業務にして
いる。搬送システムや省力化自動装置、試験装置や検査装
置等、工場のFAに関連する装置の開発を得意とし、導入場
所に合わせ一つひとつオリジナルで仕上げていく。
　発注元からは大きな信頼を得ているが、技術力を証明で
きる自社製品がないことから、メーカーとして世に出せるも
のを模索し始め、平成22年、危険回避用カラーサーチシステ
ム「CSSセーフティーロガー」1号機の開発に着手した。今回
は、2号機の試作開発に挑戦し、商品化に成功した。

　他社のセンサー式安全装置は、監視領域に何かが入った
段階で機械が停止する。当社の画像処理技術では、最初に
作業者の手の色を画像で取り込んでおけば、手と同じ色の危
険領域への侵入を検出することができる。また、止まった瞬
間の画像も残すことができる。2号機は試作機の完成以降も
搭載機能を増やしており、現在では、警報だけを出す領域と
機械を止める領域の2段階を設定できるようになっており、機
械をなるべく止めずに済む工夫がされていたり、高さを判別す
るための感知センサーを別につける等、利便性が高まってい
る。今後は、製品の認知度を上げていくことが課題である。

　1号機は開発したものの商品化を諦めていた。主な理由
は、異物を感知し機械が停止するまでに0.1秒が必要で、一
瞬で大事故につながる工場内で使用される安全補助機器と
しては機能不足と判断したためだった。
　今回の2号機の開発では、この点が大幅にスピードアップ
し、0.05秒で反応するように改良できた。また、操作画面を
持つアプリケーションを開発し、誰もが直感的に正しく使う
ことができるインターフェイスを整えた。そして実用化にあ
たっては、社内テストだけでなく、ユーザーにも協力を仰ぎ、
念入りな動作テストを行った。

　画像処理とセンサーの両方で、作業内容を見守るこ
とができる点がたいへん高く評価され、既存業務では
新規取引が難しい大手素材メーカー数社に導入され
る等、嬉しい結果も出ている。また、このセーフティロ
ガーは、安全補助装置としての役割だけでなく、1,000
枚の画像を保存できる機能があることから、熟練工の
作業手順を撮影して新人教育に活用されるという副産
物もあった。メーカーとしての営業活動は初めての試み
であり、様々な苦労はあるが、より多くの顧客の意見を
聞き要望に応えていくという、これまでにないチャレン
ジを続けている。

検出エリアの設定も目で見て直感的に行える出荷前の最終確認 CSSセーフティーロガーの実装例（デモ機）
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